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No.54

　５月に開催された第53回熊本県高校軟式野球大会で、２年連続20

回目の優勝を果たした「河浦高校・軟式野球部」。７月13日㊐から開
かれる第53回全国高校軟式野球選手権熊本大会では、全国大会出場

に向け、全員野球・一戦必勝で優勝を目ざします。皆さんの温かいご

声援をお願いします（17ページで同軟式野球部を紹介）。

「河浦高校・軟式野球部“全員野球で一戦必勝”」



　

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

合
併
に
つ
い
て
「
評
価
し
な
い
」「
あ

ま
り
評
価
し
な
い
」
と
の
回
答
が
半

数
近
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
合
併
の

効
果
も
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
ま
す
。

1
広
域
的
な

　
　
　
観
点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
体
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
旧
市
町
の
垣
根
を
越

え
た
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に
知
名

度
が
高
い
「
天
草
」
と
い
う
共
通
の

ブ
ラ
ン
ド
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
か

ら
、
観
光
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
に

取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
ほ
か
、
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

①
情
報
化
の
推
進

　

旧
市
町
単
独
で
は
整
備
で
き
な
か

っ
た
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
う
た
め
の
情
報
収

集
・
発
信
な
ど
が
公
民
館
な
ど
で
で

き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
学
習
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
市
役
所
本
庁
や
各
支
所
、
各
出

張
所
で
は
、
戸
籍
の
発
行
な
ど
各
種

手
続
き
を
す
る
際
の
待
ち
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
し
ま
す
。
ま
た
、「
天
草
Ｗ
ｅ
ｂ

の
駅
」
情
報
タ
ワ
ー
を
構
築
し
、
今

年
３
月
に
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
仮
想
の
駅
（
高
層
ビ

ル
）
を
設
け
、
天
草
の
各
種
情
報
へ

の
道
案
内
や
、地
域
情
報
の
受
発
信
・

共
有
な
ど
が
で
き
る
も
の
で
、
観
光

振
興
や
地
域
活
動
の
活
性
化
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

②
旧
市
町
間
を
越
え
た
事
業
の
実
施

　

御
所
浦
町
の
観
光
振
興
や
、
同
町

住
民
の
日
常
生
活
な
ど
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
倉
岳
町
の
棚
底

港
。
平
成
20
年
度
か
ら
「
倉
岳
・
御

所
浦
間
み
な
と
振
興
交
流
事
業
」
に

取
り
組
み
、
同
港
の
浮
桟
橋
や
待
合

室
の
改
良
、駐
車
場
の
舗
装
に
よ
り
、

船
舶
の
安
全
な
接
岸
や
港
の
快
適
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③「
天
草
」
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

事
業
の
展
開

　

観
光
宣
伝
や
物
産
展
な
ど
で
の
農

林
水
産
物
の
販
売
宣
伝
な
ど
は
旧
市

町
ご
と
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
天

草
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
一
体
的

に
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
草
市
観
光
協
会
の
社
団

法
人
化
に
よ
っ
て
発
足
し
た
天
草
宝

島
観
光
協
会
で
は
、
天
草
地
域
の
観

光
振
興
を
な
お
一
層
推
進
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。

④
地
域
間
で
の
交
流

　

旧
市
町
の
枠
を
越
え
て
、
市
内
の

各
地
域
や
地
区
振
興
会
な
ど
の
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
的

な
地
域
づ
く
り
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
旧
市
町
で
開
催
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
が
市
内
全
域

に
行
き
届
く
よ
う
に
な
り
、
市
内
で

開
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者

数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
ほ
か
の
地

域
で
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
と
の
声

が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
行
財
政
基
盤
の
強
化
・
効
率
化

　

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、「
行
財
政
基
盤
の
強
化
・
効

率
化
」が
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
に
は
、
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
ほ
ど
財
政
状
況

が
硬
直
化
し
て
い
た
町
も
あ
り
ま
し

た
が
、
合
併
に
よ
り
人
件
費
等
の
諸

経
費
な
ど
が
削
減
さ
れ
、
平
成
18
年

度
に
は
94
・
８
％
に
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
合
併
し
て
い
な
け
れ

ば
、
財
政
再
建
団
体
に
な
る
な
ど
の

危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
た
可
能
性

も
あ
り
ま
す
が
、
合
併
に
よ
り
行
財

政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
引
き
続
き
必

要
な
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
大
規
模
な

事
業
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

（
市
内
の
支
所
や
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ

事
業
）

●
簡
易
水
道
施
設
の
集
中
的
整
備

（
水
道
普
及
率
の
低
い
地
区
を
優

先
的
に
整
備
）

●
倉
岳
・
御
所
浦
間
み
な
と
振
興
交

流
事
業
（
棚
底
港
の
整
備
）

　

ま
た
、
合
併

時
の
平
成
17
年

度
末
と
、
同
19

年
度
末
の
基
金

（
貯
金
）
残
高

と
市
債（
借
金
）

残
高
を
そ
れ
ぞ

れ
比
べ
て
み
る

と
、
基
金
残
高

は
約
26
億
円
増

加
し
、
市
債
残

高
は
約
52
億
円

減
少
し
て
い
ま

す
。

3
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

　

専
任
職
員
の
配
置
や
専
門
部
署
の

設
置
に
よ
り
、
よ
り
専
門
的
な
施
策

が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

①
専
任
職
員
の
配
置

　

学
校
司
書
の
配
置
に
よ
り
、児
童
・

生
徒
の
豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
る
な
ど
、
効
果
的
な
読
書

活
動
や
多
様
な
学
習
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

市町合併の効果、
　　  　課題とその対策

市町合併の効果、課題とその対策

合
併
の
効
果

【用語の説明】

※１・経常収支比率…財政の健
全性を判断する指標です。こ
の比率が高くなるほど、公共
施設の整備など投資的な経費
に充当する財源に余裕がなく
なり、財政運営が厳しくなり
ます。

※２・財政再建団体…毎年度の
赤字累計額が標準財政規模
（一般財源の標準的な規模を
示す数値）の一定割合（市区
町村は20％）を超えたときに、
総務大臣に申請して指定を受
けた地方自治体のことをいい
ます。財政再建団体になると、
地方財政再建促進特別措置法
に基づき、財政運営が事実上、
国の管理下に置かれます。

　平成18年３月の市町合併から
２年が経過しました。
　先月号の市政だより天草で紹介
した“市政に関するアンケート”の
結果から、市民の皆さんの合併に
対する評価について見てみると、
「経費・職員削減等の効率化」や「将
来に向けた財政基盤の確立」など
財政面での効果が高い評価を得て
います。しかし、その一方で「周
辺地域の衰退、過疎化の進行」「公
共料金の値上げなど住民負担の増
加」などの課題も多くあげられま
した。
　今月号では、市町合併の効果や、
課題とその対策について検証しま
す。

基金残高

市債残高

平成17年度末

約104億円

約1,010億円

平成19年度末

約130億円

約958億円

□市（全会計）の基金残高と市債残高

ウ

ェ

ブ

▲多くの人出でにぎわう“栖本かっぱ祭り”

※
１

※
２
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ま
た
、
小
学
校
１
・
２
学
年
で
31

人
以
上
の
学
級
や
、
特
に
必
要
が
あ

る
学
校
に
学
習

指
導
補
助
教
員

を
配
置
し
、
基

礎
的
・
基
本
的

な
知
識
や
技
能

を
確
実
に
身
に

付
け
さ
せ
る
た

め
の
、
き
め
細

か
な
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
相

談
員
の
配
置
に

よ
り
、
熊
本
市

な
ど
へ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
消
費
生
活
相
談

が
、
市
役
所
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
各
地
域

で
の
消
費
生
活
に
関

す
る
研
修
会
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

②
専
門
部
署
の
設
置

　

商
工
観
光
課
に
産

業
支
援
係
を
新
設

し
、
企
業
誘
致
の
推

進
に
よ
る
雇
用
拡
大

や
、
地
場
産
業
の
支

援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

合
併
を
契
機
に
、
保
険
料
な
ど
の

負
担
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差

の
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
負
担
や
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
変

更
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
や
経
緯

な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
徹
底
す

る
な
ど
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

1
負
担
の
平
準
化

　

合
併
を
契
機
に
、
国
民
健

康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

公
共
施
設
な
ど
の
使
用
料
・

手
数
料
を
新
た
な
基
準
で
統

一
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

負
担
が
増
え
た
地
域
も
、
減

っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
と
時
期
を
同

じ
く
し
て
、
介
護
保
険
制
度

の
改
正
や
保
険
料
の
改
定
な

ど
が
行
わ
れ
、
保
険
料
の
負

担
が
増
加
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
合
併
に
よ

る
影
響
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化

　

土
つ
く
り
支
援
事
業
補
助

金
な
ど
廃
止
し
た
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
一
部
の
市
町
で
実

施
し
て
い
た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
や
食
の
自
立

支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど

は
市
内
全
域
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
、
次
の
項
目
な
ど
が
課
題
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
つ
い
て
は
対
策
を
講
じ
、
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

1
周
辺
地
域
の
衰
退
・
過
疎
化
の
進
行

●
合
併
後
も
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
（
右
グ
ラ

市町合併の効果、課題とその対策

合
併
に
よ
る
負
担
と

　  

サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化

課
題
と
そ
の
対
策

□学校司書・学習指導補助教員の数

学 校 司 書

学習指導補助教員

平成19年度

12人

25人

平成18年度

９人

14人

•平成18年度＝97件
•平成19年度＝139件

□消費生活相談の受付件数

•平成18年度＝３社
•平成19年度＝３社

□企業との立地協定締結件数

フ
参
照
）。
ま
た
、
合
併
に
よ
り

支
所
で
働
く
職
員
が
減
り
、
支
所

を
利
用
す
る
住
民
も
減
っ
た
こ
と

で
、
地
域
が
全
体
的
に
寂
し
く
な

っ
た
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

●
今
回
の
合
併
は
、
旧
市
町
の
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
り
、
自
治
体
経

営
が
近
い
将
来
立
ち
行
か
な
く
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め

に
行
わ
れ
た
と
い
う
面
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
公
共
事
業
や
職
員
の
雇
用
に

よ
る
地
域
経
済
の
維
持
は
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
雇
用
の
場
の
確
保
や
交
流
人
口
の

増
大
を
図
る
た
め
、
合
併
効
果
を

生
か
し
、
企
業
誘
致
や
観
光
振
興

を
は
じ
め
、
都
会
に
出
て
い
た
人

た
ち
が
出
身
地
な
ど
に
戻
っ
て
生

活
す
る
Ｕ
・Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
天
草
市
総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
だ

〝
地
域
別
の
整
備
構
想
〞に
基
づ
い

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
い
き
い

き
地
域
創
造
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

2
市
役
所
本
庁
が

遠
く
な
っ
て
不
便
に
感
じ
る

●「
本
庁
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
用
事
が
あ
る
場
合
、
遠
い
と
こ

ろ
の
人
ほ
ど
不
便
に
な
っ
た
」
な

ど
、
市
役
所
の
本
庁
が
遠
く
な
り

不
便
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

●
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ

り
、
支
所
や
出
張
所
で
も
本
庁
と

同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
身
近
に
あ
る
出
張
所
の
機

能
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

3
住
民
の
意
見
が

吸
い
上
げ
ら
れ
に
く
く
な
っ
た

●
市
役
所
の
組
織
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
で
、
住
民
の
意
見
が
市
へ
吸

い
上
げ
ら
れ
に
く
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

●
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
問

い
合
わ
せ
、
苦
情
な
ど
に
つ
い
て

は
、「
天
草
市
要
望
等
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
要
綱
」
に
基
づ
き
、

文
書
化
し
、
担
当
部
署
で
す
ば
や

く
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
な
ど
に
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

●
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
要
望
な

ど
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
内
の

主
な
公
共
施
設
に
「
市
長
へ
の
便

り
」
を
備
え
た
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
市
長
メ
ー
ル
」
と
「
ご

意
見
箱
」
を
設
置
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
提
案
な
ど
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、「
市
民
提
案
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
企
画

課
企
画
調
整
係
☎
㉓
１
１
１
１

内
線
１
３
１
５
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　各地域の個性を生
かした機能的で魅力
ある地域をつくるた
め、天草市総合計画
に「地域別の整備構
想」を盛り込みまし
た。この構想では、
それぞれの地域の特
性に応じた施策を展
開していきます。

①機能拠点ゾーン…政治・経済・文化の中心としての
まちづくり

②有明海ゾーン…天草の玄関口として、交流をテー
マにしたまちづくり

③不知火海ゾーン…グリーンツーリズム・ブルーツー
リズムを中心としたまちづくり

④東シナ海ゾーン…歴史・景観・文化を生かしたまち
づくり

⑤海洋拠点ゾーン…海を活用したまちづくり

機能拠点
ゾーン

有明海
ゾーン

不知火海
ゾーン

東シナ海
ゾーン

海洋拠点
ゾーン

地 域 別 の 整 備 構 想

□平成15年４月を100とした場合の人口推移

（資料：住民基本台帳）※各年４月１日現在

〔合併前〕 〔合併後〕

平成15 16 17 18 19 20（年）

100

95

90

85

課 

題

課 

題
課 

題

対 

策

対 

策

対 

策

天草市
本　渡
牛　深
有　明
御所浦
倉　岳
栖　本
新　和
五　和
天　草
河　浦

▲小・中学校に学習指導補助教員を配置し、
　　　　　　　　 きめ細かな指導を行っています
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「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の
ス

タ
ー
ト
を
受
け
、
市
で
は
『
天
草

市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
』
の
募

集
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
同
制
度
の
内
容
や

寄
附
を
活
用
す
る
事
業
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

本
市
出
身
の
皆
さ
ん
な
ど
へ
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
、「
ふ

る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」「
ふ
る

さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と

思
わ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
出
身
地
な

ど
の
地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
・

市
区
町
村
）
に
寄
附
を
し
た
場
合

に
、
寄
附
金
の
５
、０
０
０
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
居
住
地

の
住
民
税
（
所
得
割
）
の
お
お
む

ね
１
割
を
限
度
に
、
所
得
税
と
翌

年
度
に
課
税
さ
れ
る
住
民
税
か
ら

税
額
控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
（
左

上
イ
メ
ー
ジ
参
照
）。

　

な
お
、
法
人
が
寄
附
を
し
た
場

合
は
、
法
人
税
を
算
定
さ
れ
る
際

に
、
寄
附
金
の
全
額
を
損
金
に
算

入
で
き
ま
す
。

　

寄
附
金
の
使
い
道
は
、
左
の
６

つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、
寄
附

を
す
る
人
に
指
定
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

市
で
は
、「
日
本
の
宝
島
〝
天

草
〞
づ
く
り
」
に
本
市
出
身
の
皆

さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
こ

う
と
、『
天
草
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
』
を
創
設
し
、
６
月
か
ら

募
集
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
同
寄
附
金
に
つ

い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

関
東
・
関
西
在
住
の
本
市
出
身
者

な
ど
で
つ
く
ら
れ
る
〝
ふ
る
さ
と

会
〞
を
は
じ
め
、
熊
本
県
市
長
会

東
京
共
同
事
務
所
や
熊
本
県
福
岡

事
務
所
な
ど
に
配
布
し
た
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
、
本
市
出
身
の
皆
さ
ん
な
ど
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
『
天
草
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
』
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
市
外
に
お
住
ま

い
の
親
戚
や
知
人
の
皆
さ
ん
な
ど

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
附
を
す
る
た
め
に
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
申
込
書
は
、
電
話
な
ど
で

本
庁
・
財
政
課
へ
請
求
し
て
い
た

だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
財

政
課
財
政
係
☎
㉓
１
１
１
１

内
線
１
３
６
３
へ
。

ふるさとを
応援する人

□ふるさと納税制度のイメージ

寄　附 税金の軽減

天草市 居住地の自治体

住民税（所得割）
30万円の人

所得税・住民税から
３万7,000円を軽減

４万2,000円を寄附

1“天草の宝”『地域コミュニティづくり』
•10のまちづくり協議会と51地区振興会への
支援・補助。
※応援したいまちづくり協議会または地区振興
会を指定できます。

2“天草の宝”
『安心して元気に暮らせる環境づくり』

•高齢者などの体力・健康づくり事業や、安心
して子どもを生み育てる環境づくり事業など。

3“天草の宝”『将来を担う子どもづくり』
•少人数学級の推進や特別支援学級への補助教
員の設置事業、学校図書館の活性化事業など。

4“天草の宝”『若者が安心して働ける産業づくり』
•企業誘致促進事業や担い手育成支援事業など。

5“天草の宝”『拠点づくり』
•市役所本庁舎の建設事業（平成27年度をめ
どに建設を予定しています）。
※寄附された人の氏名を銘版に記し、新庁舎に
掲示します。

6市長おまかせコース
•特に事業の指定がない場合は、市長が必要と
認める事業に活用します。

□寄附を活用する６つのメニュー

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」募
集
中

● 
日
本
の
宝
島
〝
天
草
〞
づ
く
り
に
応
援
を
！

寄
附
金
の
使
い
道

寄
附
金
の
使
い
道

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は
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1
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
の
是
正
に
よ
る
男
女
平
等
の
意
識

づ
く
り

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
を
解
消
し
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
講
演
会
な
ど
の
開
催
に
よ
る
啓
発
活

動
の
推
進

●
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
た
意
識
づ
く
り

●
情
報
の
提
供
に
よ
る
男
女
平
等
の
推

進
2
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
に
お
け
る

男
女
平
等
教
育
の
推
進

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
人
権
を

尊
重
し
、
性

別
に
と
ら
わ

れ
ず
自
分
ら

し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き

る
考
え
方
を

取
り
入
れ
た

教
育
と
進
路

指
導
を
、
学

校
な
ど
で
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
や
家
庭
な
ど
で
男
女
平

等
教
育
を
進
め
る
た
め
に
、
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
学
校
、保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
、地
域
・

家
庭
で
の
男
女
平
等
教
育
の
推
進

　市では、男女共同参画社会づくりに
向けた施策を総合的・計画的に実施す
るため、「天草市男女共同参画計画」
を策定しました。
　同計画は、『女と男、ともに創り と
もに輝くまち』を目標に、４つの基本
方針を定め、それぞれの具体的な施策
などについてまとめたものです。
　今回、同計画の概要を紹介します。 
　なお、同計画の詳細については本庁・
男女共同参画室や各支所・総務振興課
のほか、市のホームページでもご覧い
ただけます。

基本方針

1

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
ざ
す
意
識
づ
く
り

～男女共同参画計画を策定～

【
計
画
の
目
標
】

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、
安
心
し

て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
ざ
し

て
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
責
任
を

分
か
ち
合
い
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
計
画
の
目
標
を

『
女
と
男
、
と
も
に
創
り　

と
も
に
輝

く
ま
ち
』
と
し
ま
し
た
。

【
計
画
の
期
間
】

　

平
成
20
年
度
か
ら
同
23
年
度
ま
で
の

４
年
間
。
た
だ
し
、
計
画
の
進
ち
ょ
く

状
況
や
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
必
要
に
応
じ
て
内
容
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
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1
女
性
に
対
す
る

　
　
　
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

主
に
女
性
が
被
害
者
と
な
る
暴
力
は
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
う
え

で
放
置
で
き
な
い
問
題
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
社
会
的
認
識

の
徹
底

●
相
談
体
制
の
整
備

●
女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
の
た
め
の

環
境
づ
く
り

2
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

　
　
　
　
女
性
の
人
権
の
尊
重

　

活
字
や
映
像
な
ど
の
情
報
を
伝
達
す

る
メ
デ
ィ
ア
は
、
人
々
の
意
識
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
影
響
を
与
え
ま
す
。

市
が
発
信
す
る
情
報
は
、
人
権
侵
害
や

性
差
別
に
つ
な
が
ら
な
い
適
切
な
表
現

に
努
め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
行
政
刊
行
物
で
の
性
差
別
に
つ
な
が

ら
な
い
表
現
の
促
進

3
生
涯
を
通
じ
た

　
　
　
女
性
と
男
性
の
健
康
支
援

　

男
女
と
も
、
い
き
い
き
と
健
や
か
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
身
体
の
特
徴
を
十
分
理
解
し
、
思
い

や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
つ
く
り
守
る
」
と
い
う
意

識
を
高
め
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
思
春
期
か
ら
妊
娠
・
出
産
期
に
お
け

る
健
康
支
援
の
充
実

●
成
人
・
高
齢
期
の
健
康
保
持
・
増
進

の
支
援

●
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

●
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め

の
環
境
づ
く
り

1
就
業
・
雇
用
分
野
に
お
け
る

　
　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
の
実
現

　

男
女
間
の
均
等
な
就
業
・
雇
用
の
機

会
と
待
遇
の
確
保
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
、
女
性
に
必
要
な

能
力
開
発
教
育
を
進
め
、
幅
広
い
分
野

で
の
人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
そ
し

て
、
女
性
が
能
力
を
発
揮
し
、
安
心
し

て
働
き
続
け
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
事
業
所
な
ど
で
の
取
り
組
み
の
促
進

●
市
役
所
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

2
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
の
自
営

業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
の
自
営

業
に
お
い
て
、
女
性
の
果
た
す
役
割
や

貢
献
が
評
価
さ
れ
、
経
営
の
安
定
と
労

働
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
経

営
や
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画

を
進
め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
の
醸
成

●
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
促
進

●
女
性
の
起
業
活
動
な
ど
に
よ
る
農
山

漁
村
の
活
性
化

3
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

　

男
女
が
と
も
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努

め
、
企
画
立
案
段
階
へ
の
女
性
の
参
画

を
進
め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
企
画
立
案
段

階
へ
の
女
性
の
参
画
促
進
と
、
女
性

リ
ー
ダ
ー
の
育
成

4
家
庭
生
活
、
職
業
生
活
お
よ
び
地
域

生
活
の
両
立
支
援

　

男
女
が
と
も
に
自
ら
の
意
思
に
よ

り
、
仕
事
や
家
庭
生
活
、
地
域
生
活
な

ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
と
働
き
方

の
見
直
し

●
家
庭
・
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
の

促
進

5
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
安
心
し
て

　
　
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
社
会
に
参
画
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
を
支
援
す
る
制
度
の
周
知
を
図

り
、
地
域
住
民
が
と
も
に
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目

ざ
し
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
画
の
促

進
●
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

6
子
育
て
支
援
の
充
実

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
社

会
で
支
え
合
う
支
援
体
制
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し

た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
子
育
て
に
関
す
る
支
援
体
制
の
充
実

●
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
対
す
る
支
援

の
推
進

基本方針

2

基本方針

4

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

基本方針

3

男
女
が
と
も
に
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

1
市
の
推
進
体
制
の
強
化

　

行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
課
題
に
つ

い
て
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
行
政
運
営
を
効
果
的
に
行
う
た

め
、
市
職
員
の
研
修
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
総
合
的
な
推
進
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。 

〔
具
体
的
施
策
〕

●
市
の
推
進
体
制
の
強
化

●
活
動
拠
点
の
設
置

●
市
職
員
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の

取
り
組
み
の
推
進

2
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

　

市
の
審
議
会
な
ど
の
女
性
委
員
の
割

合
は
、
平
成
20
年
３
月
末
で
19
・
３
％

と
、
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男

女
の
構
成
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
40
％
以
上

と
な
る
よ
う
、
女
性
の
積
極
的
な
登
用

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
積
極
的
に

女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参

画
を
進
め
て
い
く
た
め
に
研
修
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
女
性
の
人
材
育
成
と
人

材
発
掘
に
努
め
ま
す
。 

〔
具
体
的
施
策
〕

●
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の

参
画
拡
大

●
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
女
性

教
育
・
学
習
活
動
の
充
実

3
市
民
や
各
種
団
体
と
の
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
の
推
進

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
男
女
共
同

参
画
を
目
ざ
す
団
体
や
事
業
所
な
ど
で

組
織
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク 

つ
ん
の
で
ネ
ッ
ト
〜
風

〜
」
の
活
動
を
支
援
し
、
連
携
し
て
各

種
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

〔
具
体
的
施
策
〕

●
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
と
の
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
の
推
進

●
国
際
的
活
動
の
推
進

※

詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
男
女
共
同

参
画
室
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
３
１

７
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
用
語
の
説
明
】

※

１
・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス…

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
人
に
対
し
て
、

身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
苦
痛
を

与
え
る
暴
力
的
行
為
。

※

２
・
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト…

あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、
性

的
な
言
動
に
よ
り
相
手
を
不
快
に

さ
せ
、
生
活
環
境
を
侵
害
す
る
行

為
。
ま
た
は
性
的
な
言
動
に
対
す

る
相
手
方
の
対
応
に
よ
っ
て
、
そ

の
人
に
不
利
益
を
与
え
る
行
為
。

※

３
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

…

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、

活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
男
女
間

格
差
を
改
善
す
る
た
め
、
必
要
な

範
囲
に
お
い
て
、
男
女
の
い
ず
れ

か
一
方
に
対
し
、
活
動
に
参
画
す

る
機
会
を
積
極
的
に
提
供
す
る
も

の
で
あ
り
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
く
取
り
組
み
。

※

４
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト…

自
ら

の
意
識
と
能
力
を
高
め
、
家
庭
や

地
域
、
職
場
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
政
治
的
・
経
済
的
・

社
会
的
・
文
化
的
に
力
を
持
っ
た

存
在
と
な
っ
て
、
力
を
発
揮
し
行

動
し
て
い
く
こ
と
。

※
１

※
３

※

４

※

２

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
ざ
し
た
推
進
体
制
づ
く
り
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第第４回西の久保公園回西の久保公園「天草花しょうぶ祭り」第４回西の久保公園「天草花しょうぶ祭り」

成   績   結   果 （※エリート以外は１位のみ）

約２万人の人出でにぎわう！約２万人の人出でにぎわう！の人出でにぎわう！約２万人の人出でにぎわう！

▶
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
苗
の
抽
選
配
布

◀
灯
ろ
う（
上
写
真
）と
竹
灯
り（
下
写
真
）が

　
　
　
　
　
　
　
　

  

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
演
出

▲苓明高校郷土芸能部が軽快な天草ハイヤ踊りを披露
▲ていねいに花を摘む女性スタッフ

▲花菖蒲園内では、お茶会（左写真）や
　　　　 琴の演奏（右写真）なども行われました

スイム

ラ　ン

▲大勢の人で盛り上がったもち投げ

▲女性合唱団“彩音”のコーラス

◀
大
バ
ザ
ー
ル
は
大
盛
況

バイク

　「天草花しょうぶ祭り・大バザール」が６月７日から同15日までの９日間、西の
久保公園で開催されました。期間中は雨の日が多かったにもかかわらず、県内外か
ら約２万人が訪れ、全国的にも珍しい棚田を利用した花菖蒲園に咲き誇る約25万本
のハナショウブなどを満喫しました。
　初日の７日には、苓明高校郷土芸能部などによる天草ハイヤ踊りや、もち投げ、
琴の演奏が行われたほか、夕方からは「夜の市」を実施。夜の市では、地区住民の
皆さんが制作した約1,200個の灯ろうなどで園内が幻想的な光に包まれる中、来園者
はほのかな明かりに照らされたハナショウブや、女性合唱団によるコーラスを楽し
むなど、優雅なひとときを過ごしていました。
　また期間中は、女性スタッフによる花摘みやハナショウブ苗の抽選・無料配布、
お茶会、農産加工品や特産品が所狭しと並んだ大バザールなども行われ、多くの人
出でにぎわいました。
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第４回西の久保公園「天草花しょうぶ祭り」

第24回天草国際トライアスロン大会

【
エ
リ
ー
ト
】
男
子
①
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）１
時
間
51
分
８
秒
②
高
濱
邦
晃（
福

岡
）
１
時
間
51
分
32
秒
③
福
井
英
郎（
愛
知
）
１
時
間

51
分
57
秒
。女
子
①
足
立
真
梨
子
（
東
京
）
２
時
間
３

分
24
秒
②
佐
藤
優
香（
東
京
）２
時
間
４
分
27
秒
③
蔵

本
葵（
埼
玉
）２
時
間
４
分
57
秒

【
ジ
ュ
ニ
ア
エ
リ
ー
ト
】男
子
▼
細
田
貴
茂（
埼
玉
）57

分
26
秒
。女
子
▼
山
本
奈
央（
愛
知
）１
時
間
３
分
51
秒

【
ジ
ュ
ニ
ア
・
エ
イ
ジ
】男
子
▼
ジ
ュ
ニ
ア
・
渕
野
悟

史（
大
分
）２
時
間
22
分
０
秒
▼
20
〜
24
歳
・
高
橋
篤

史（
東
京
）２
時
間
７
分
14
秒
▼
25
〜
29
歳
・
岡
本
治

樹（
滋
賀
）２
時
間
５
分
32
秒
▼
30
〜
34
歳
・
秦
陽
一

郎（
大
分
）２
時
間
４
分
１
秒
▼
35
〜
39
歳
・
福
元
哲

郎（
広
島
）２
時
間
１
分
36
秒
▼
40
〜
44
歳
・
林
真
一

（
宮
崎
）２
時
間
９
分
35
秒
▼
45
〜
49
歳
・
山
野
健
二

（
長
崎
）２
時
間
９
分
48
秒
▼
50
〜
54
歳
・
前
崎
泰
亮

（
熊
本
）２
時
間
25
分
13
秒
▼
55
〜
59
歳
・
妹
尾
浩
之

（
福
岡
）２
時
間
25
分
８
秒
▼
60
〜
64
歳
・
杉
山
友
宏

（
熊
本
）２
時
間
27
分
25
秒
▼
65
〜
69
歳
・
熊
谷
孝
二

（
福
岡
）２
時
間
38
分
41
秒
▼
70
歳
以
上
・
田
中
國
宣

（
熊
本
）
２
時
間
59
分
54
秒
。女
子
▼
ジ
ュ
ニ
ア
・
白

石
一
恵（
熊
本
）２
時
間
34
分
８
秒
▼
20
〜
24
歳
・
藤

井
絵
里（
広
島
）２
時
間
32
分
27
秒
▼
25
〜
29
歳
・
二

分
陽
子（
広
島
）２
時
間
26
分
49
秒
▼
30
〜
34
歳
・
松

本
華
奈（
島
根
）２
時
間
18
分
34
秒
▼
35
〜
39
歳
・
齋

藤
千
恵（
東
京
）２
時
間
55
分
11
秒
▼
40
〜
44
歳
・
本

田
恵
津
子（
熊
本
）２
時
間
34
分
２
秒
▼
45
〜
49
歳
・

信
国
敦
子（
福
岡
）２
時
間
41
分
２
秒
▼
50
〜
54
歳
・

鈴
木
晶
子（
宮
崎
）３
時
間
６
分
43
秒
▼
55
〜
59
歳
・

福
田
百
合
子
（
熊
本
）
２
時
間
36
分
４
秒
▼
60
〜
64

歳
・
三
田
伸
子（
広
島
）３
時
間
９
分
43
秒

【
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
】男
子
▼
宮
崎
祐
行（
熊
本
）51
分
53

秒
。女
子
▼
仁
井
明
美（
広
島
）１
時
間
３
分
23
秒

【
リ
レ
ー
】▼
天
草
武
蔵
〔
杉
田
圭
謙
（
宮
崎
）・
幡
正

圭
史（
熊
本
）・
山
下
将
近（
楠
浦
町
）〕２
時
間
４
分

３
秒

成   績   結   果成   績   結   果成   績   結   果 （※エリート以外は１位のみ）（※エリート以外は１位のみ）（※エリート以外は１位のみ）

　第24回天草国際トライアスロン大会が５月25日、本
渡海水浴場をスタート・フィニッシュとする51.5㎞（ジュ
ニアエリートは25.75㎞）のコースで開催されました。
　今年の大会には、国内外から637人のトライアスリー
トが参加。海外招待選手や日本トライアスロン連合の強
化指定選手などが出場したエリート部門では白熱したレ
ースが展開され、エリート男子はダニエル・ウィルソン
選手が、昨年優勝した福井英郎選手（３位）らを抑え初
優勝。同女子は足立真梨子選手が２位に１分あまりの差
をつけて初優勝を果たしました。
　また、通常のレースの半分の距離で競うジュニアエリ
ート部門では、未来を担うアスリート16人がスピード
感あふれるレースを展開。このほか、ジュニア・エイジ
部門や、スイムとランの２競技で競うアクアスロン部門、
スイム・バイク・ランを３人１組でつなぐリレー部門も
実施され、参加した選手たちは沿道の観客から声援を受
けながら、熱いレースを繰り広げていました。

ダニエル・ウィルソン選手、足立真梨子選手が初優勝！
エリート男子 エリート女子エリート男子 エリート女子

約２万人の人出でにぎわう！約２万人の人出でにぎわう！
▲初優勝のフィニッシュテープを切るエリート男子・
ダニエル選手（左写真）と、同女子・足立選手（右写真）

【市民の皆さんへ】大会当日は、早朝からたくさん
のボランティアの方々に大会を支えていただき、あ
りがとうございました。また、市民の皆さんには温
かいご声援とご協力をいただき感謝申し上げます。

スイムスイム

ララ　ンラ　ン▲横断幕を手に応援する小学生の皆さん バイクバイク
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安全で安心して暮らせるまちを目ざして
～栖本地区防災訓練～

　５月25日、「栖本地区防災訓練」を同町内12地区一斉
に実施しました。これは、栖本地区自主防災会と市消防団
栖本方面隊、栖本支所が初めて実施したものです。訓練に
は、地区住民約1,000人が参加。天草灘を震源とする海底
地震が発生し、甚大な被害が起きたとの想定で、栖本支所
に設置された災害対策部と連携を取りながら避難訓練を実
施。また、消火訓練や炊出し訓練など、みんなで協力しな
がら、万一の災害に備えて真剣に取り組んでいました。

歩いて二江の魅力再発見！
～二江ぐるっとウォーク～

　６月１日、五和町二江地区を散策する「二江ぐるっとウ
ォーク」が開催されました。二江まちづくり振興会（山下
新吾会長）の主催。通詞島をスタートし、各地区に祭られ
ている恵比須様を訪ね、最後に漁船で通詞島に戻るコース
で、地区住民など約130人の参加者は、潮風を受けながら
ここち良い汗を流しました。また、コース途中には、青空
写真展として約30～ 50年前の二江地区の風景写真が展示
され、懐かしそうに見入っている参加者もいました。

海藻が原料の“せっけん”誕生！
～せっけん「天草藍物語」販売開始～

　天草漁協では、海藻“クロメ”を原料にしたせっけん「天
草藍物語」の販売を６月から始めました。原料となるクロ
メは、五和町鬼池の漁業者でつくる鬼池クロメ組合（佐藤
盛親会長）が日本で初めて養殖に成功し育てたもの。抗菌
効果などを持つポリフェノールが多く含まれているのが特
徴です。また、海藻特有のヌルヌルしたアルギン酸という
成分の特性から、保湿効果があるといわれています。「天
草藍物語」についての詳細は同漁協五和支所☎330211へ。

環境に優しい米づくりに向けて
～アイガモ農法による米の試験栽培始まる～
　二浦町亀浦地区の農地・水・環境保全向上対策協議会が、
環境に優しい米づくりの先進的な取り組みとして「アイガ
モ農法」による試験栽培を始めました。同地区は、以前か
ら減農薬の農作物栽培などに取り組んでおり、平成19年
度には農林水産省の「農地・水・環境保全向上対策事業」
の実施地域に指定されています。５月21日には、二浦小
学校と亀浦保育園の子どもたちが参加し、生後30日のア
イガモのヒナ36羽を約20アールの水田に放しました。

福連木の伝統などを学ぶ
～炭焼き体験～

　５月25日、福連木小学校で炭焼き体験が行われました。
これは、地域住民との共同活動により、先達の心や伝統、
働くことの大切さなどを学ぼうと毎年実施しているもので
す。当日は、同校の児童・教員やＰＴＡ・地区振興会の関
係者ら約60人が参加し、窯出しや袋詰め、かしの木の切
り出し、火入れ作業を行いました。焼きあがった約230㎏
の炭は、福連木子守唄まつりなどで販売し、売上金は図書
の購入や市社会福祉協議会への寄付に充てられます。

５/25
天 草

▲子どもたちが炭の切り分け作業を行いました

あい

▲水消火器を使った訓練を行う参加者

５/25
栖 本

６/１
五 和

▲恵比須様の前に、笑顔で並ぶ子どもたち

▲１個（100ｇ）2,000円で販売中の「天草藍物語」

市政だより 天草   No.54 2008 . 7 . 1

６/１
五 和

5/21
牛 深

▲水田にアイガモのヒナを放す子どもたち

白熱した試合に大声援！
～かわうらエンジョイミニバレーボール大会～
　河浦まちづくり協議会（松尾良司会長）主催による「第
15回かわうらエンジョイミニバレーボール大会」が６月
１日、河浦中央体育館で開催されました。この大会には、
40歳以上男子・女子、40歳未満女子、50歳以上の男女混
合の４つの部門に57チーム390人が参加。各チームとも
日ごろの練習の成果を発揮し、白熱した試合を繰り広げ、
選手たちの元気な声と、駆けつけた応援団からの大きな声
援が響き渡っていました。

6/1
河 浦

▲白熱した試合が繰り広げられました

受賞おめでとうございます
～横山久美子さんが「水・土壌環境保全活動功労者表彰」受賞～
　６月２日、横山久美子さん（亀場町亀川・57歳）が「水・
土壌環境保全活動功労者表彰」（環境省水・大気環境局長
表彰）を受賞され、同10日、市役所で伝達式が行われま
した。同表彰の受賞は県内初。横山さんは、平成14年か
ら生活排水対策普及啓発指導員を務められており、亀川の
水質調査を毎月１回実施。また、洗剤を使わずに油汚れが
落ちるアクリルたわしや、廃油せっけんの作製・配布など
の取り組みが高く評価され、今回の受賞となりました。

6/2
本 渡

▲伝達式終了後に記念撮影。写真左から安田市長、
　横山さん、橋本透・県水環境課審議員
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タイ釣りシーズン到来！
～倉岳海開き釣り大会～

　６月７日、㈳天草宝島観光協会・倉岳支部主催の「倉岳
海開き釣り大会」が開かれ、県内外から14組64人が参加
しました。倉岳大えびす像前で、シーズン中の大漁と安全
を祈願した後、鹿児島県の獅子島周辺でマダイなどをねら
って腕を競いました。当日は絶好の釣り日和に恵まれ、２
㎏を超えるマダイを釣り上げた参加者も。合計20.1㎏を
釣り上げた古堀明彦さんチーム（鹿本郡植木町）が見事、
大漁賞と大物賞（ココダイ３.８㎏）に輝きました。

生ゴミのリサイクルに向けて！
～生ゴミの分別収集モデル事業を開始～

　市では、家庭から出る生ゴミを分別収集するモデル事業
を、６月３日から五和町城河原地区で始めました。生ゴミ
のリサイクルは、市のバイオマスタウン構想の取り組みの
一つで、生ゴミから電気等のエネルギーなどを得て、公共
施設などで利活用することにしています。モデル事業では、
生ゴミの排出量や異物の混入状況などを調査するため、同
地区の244世帯にご協力いただき、分別した生ゴミを８月
までの毎週２回、ゴミステーションに持ち寄り計量します。

さつまいもで地域おこし
～さつまいもの苗植え作業～

　須子地区振興会では、遊休農地の利活用と自主財源の確
保を目的に、昨年度からさつまいもの栽培に取り組んでい
ます。６月７日には苗植えの作業が行われ、同地区の子ど
もからお年寄りまで約40人が参加。10アールほどの畑に
約3,000本の苗を１本ずつていねいに植え付けました。
　なお、収穫したさつまいもは市内での販売や、給食の食
材として小学校などに提供する予定。また、さつまいもの
揚げまんじゅうなど加工品の開発・販売も計画しています。

▲廃校舎を活用した施設で、
　　　バルーン体操を体験する地域住民の皆さん

▲ゴミステーションで分別した生ゴミを計量

▲機敏な動作で正確な操作を行う選手の皆さん

▲地域医療の課題などについて語る鎌田實・名誉院長

▲大物を釣り上げた皆さん
よしふみ

まさおみ かずしげ

速く正確に・小型ポンプ操法
～県消防協会天草市支部消防操法大会～

　６月８日、本渡運動公園陸上競技場で「第２回熊本県消
防協会天草市支部消防操法大会」が行われました。大会で
は市内10方面隊の消防団員がそれぞれ５人１チーム（補
助員を含む）となり、想定された火元へ小型ポンプを可動
し放水。その速さと操作の正確さなどを競いました。
▶大会結果（敬称略）＝【団体の部】優勝・牛深方面隊、準優勝・河浦方面隊、
3位・栖本方面隊（牛深・河浦は８月24日㊐、阿蘇市で開かれる県大
会へ出場）。【個人優秀選手】指揮者・山本嘉文（河浦）、１番員・梅
田将臣（栖本）、２番員・松本一繁（河浦）、３番員・岸谷京（牛深）。

廃校舎を活用した、地域交流などの拠点施設完成！
～多機能型複合施設「南風ん風」オープン～

　福祉サービスの提供をはじめ、生涯学習や地域交流の拠
点となる多機能型複合施設「南風ん風」が６月１日、オー
プンしました。この施設は、旧天附中学校（牛深町）の校
舎を利活用するため、国の認定を受けて改修したもので、
ＮＰＯ法人「ひと・学び支援センター熊本」が管理・運営
します。５月28日には開所式が行われた後、オープンイ
ベントが実施され、参加した地域住民はスタッフといっし
ょに介護予防運動やフラダンスなどをして汗を流しました。

地域医療の現状を考える
～天草の地域医療を考えるシンポジウム～

　６月７日、「天草の地域医療を考えるシンポジウム」を
天草市民センターで開催しました。シンポジウムでは、鎌
田實・諏訪中央病院名誉院長が「命を支える地域医療」と
題して、長野県の事例などをもとに基調講演。また、パネ
ルディスカッションも行われ「医師とともに看護師の確保
が急務」「天草地域医療センターを中心とした民間医療機
関と市立病院のネットワーク構築が必要」との意見が出さ
れるなど、約500人の参加者は熱心に聞き入っていました。

６/７
倉 岳

６/７
有 明

みのる

地域の火災予防に取り組みます
～新和小少年消防クラブ入部式～

　６月３日、新和小学校で「少年消防クラブ入部式」が行
われ、同校５・６年の児童37人が入部しました。式典では、
山下富康・市新和支所長が「地域の防火活動に貢献してく
ださい」とあいさつ。児童を代表して６年の竹内翔洋くん
が「火災予防について学び、クラブ員として恥じない行動
に努めます」と誓いの言葉を述べました。同クラブでは今
後、規律訓練や１人暮らしの高齢者への敬愛訪問などを通
して、火災予防活動に取り組んでいきます。

６/３
新 和

　

しょうよう

▲はっぴを身にまとい、気持ちを新たにする児童

▲さつまいもの苗を、１本ずつていねいに植え付けました

は　え

けい

お弁当と手紙のプレゼント！
～ふれあい給食サービス～

　６月３日、市社会福祉協議会・御所浦支所による「ふれ
あい給食サービス」が行われました。これは、75歳以上
の１人暮らしの人や80歳以上の夫婦にお弁当を配送する
サービスで、年に２回実施されています。当日は対象者約
200人に、地元の小学生がお弁当と心を込めて書いた手紙
を配達。児童が「いつまでも元気で、長生きしてください」
とお弁当と手紙を手渡すと、おじいちゃんやおばあちゃん
はとてもうれしそうに受け取っていました。

６/３
御所浦

▲おばあちゃん、いつまでも元気で過ごしてね



　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
「
環
境
」
の

文
字
が
毎
日
の
よ
う
に
出
て
い
ま

す
。
「
環
境
問
題
」
は
世
界
の
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

五
和
町
の
城
河
原
保
育
園
（
竹

林
道
豁
園
長
・
全
園
児
30
人
）
で

は
開
園
以
来
、
遊
び
学
習
の
中
で

「
環
境
・
人
権
・
平
和
」
に
つ
い

て
学
ん
で
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が

地
球
に
優
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
と
環
境
宣
言
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
５
月
17
日
に
は
、
環
境
学
習

の
日
と
し
て
市
役
所
環
境
課
の
皆

さ
ん
か
ら
環
境
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
な
ど
）

の
お
話
を
保
護
者
と
と
も
に
聞
い

た
後
、
園
児
た
ち
は
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご

作
り
に
挑
戦
し
、
８
２
３
個
の
だ

ん
ご
を
作
り
ま
し
た
。
２
週
間

後
、
川
が
き
れ
い
に
な
り
多
く
の

蛍
が
育
つ
よ
う
に
と
願
い
を
込
め

て
、
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
を
内
野
川
に
投

入
し
ま
し
た
。
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球
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境
に
優
し
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取
り
組
み
を
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河
浦
高
校
（
安
尾
博
徳
校
長
・

全
校
生
徒
１
５
３
人
）
の
軟
式
野

球
部
は
現
在
、
選
手
19
人
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
１
人
の
計
20
人
で
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

創
部
以
来
こ
れ
ま
で
、
全
国
高

校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
13
回
、

国
民
体
育
大
会
に
10
回
出
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
１
回
・
準
優
勝
１

回
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た
九

州
大
会
で
20
年
ぶ
り
の
優
勝
、
ま

た
５
月
の
熊
本
県
高
校
軟
式
野
球

大
会
で
２
年
連
続
20
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
㊐
か
ら
、
全
国
高
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
熊
本
大
会

が
始
ま
り
ま
す
。
現
在
、
同
大
会

で
の
優
勝
に
向
け
て
猛
練
習
中
で

す
。
こ
の
部
の
伝
統
で
あ
る
全
員

野
球
・
一
戦
必
勝
で
、
全
国
大
会

出
場
を
目
ざ
し
ま
す
。

　本渡南小学校（吉野愼一校長・全校児童
599人）では、「あたりまえのことがあたり
まえにでき、自信と誇りを持って主体的に
生きる南っ子」を育てています。このため
には、児童自らが心と体を安定させること
が大切だと考え、毎朝、ゴミ拾いや清掃活
動、花いっぱい運動、体力向上を目ざした
パワーアップ運動、校歌を流しながら３旗
（国旗・市旗・校旗）の掲揚、１日の心構
えを伝えるメッセージの発表などに取り組
んでいます。児童自らが学校でのくらしを
より良くしていきたいという思いを持ちな
がら、心づくりや学習、運動に取り組んで
いくことが力となり、たくましく生きる南
っ子につながっていくと思います。

本渡南小学校　

あたりまえのことがあたりまえにできる南っ子に

河
浦
高
校
　

吉中  努 さん（御所浦町横浦・23歳）

̶̶ 毎日の楽しみは？
　老人会やなかよしサロン
で、おしゃべりや体操をす
ることです。また、イベン

トが開かれるときに老人会で料理を作ったり、婦人会
にハイヤ踊りを教えたりすることや、加世浦老人クラ
ブで元ハイヤを踊るのも楽しみです。
̶̶ 健康の秘訣は？
　毎日の食事に気をつけることと、ストレスをためな
いように楽しく過ごすことを心がけています。ストレ
ス解消の秘訣は、仲間とおしゃべりをして笑ったりす
ることです。

米岡 モモエ さん
（牛深町・82歳）

ＥＭだんご作りを楽しむ園児たち５月の県大会で２年連続20回目の優勝！５月の県大会で２年連続20回目の優勝！

みんな仲良しの“ひまわり組”（４・５歳児）の皆さん▲３旗（国旗・市旗・校旗）を掲揚する児童たち

 

全
員
野
球
で

全
国
大
会
出
場
目
ざ
す 

　本渡地区の中心部・南新町にある南保育
園（西田實取園長・全園児74人）では、①
つよく（心も体も強い子）②あかるく（遊び
の中で人間性を身につける子）③かしこく
（遊びを作り出す・話せる子）をモットーに、
「思いやりを持った元気な南っ子」の育成
を目ざして、外遊びを十分に楽しみながら、
自然観察などをたくさん体験しています。
　また、お花見給食やイチゴ狩り、プール
遊び、芋ほり、餅つきなどのさまざまな体
験活動のほか、毎月１回絵画教室を実施。
　さらに、食育にも力を入れており、夏野
菜作りやクッキングなどをしながら、健康
な心と体、命の大切さなどについて学んで
います。

　サッカーチーム「ＧＯ蹴友会」に所属。メン
バー全員が御所浦在住で、チームワークの良さ
が最大の武器です。先日行われた「天草郡市ナ
イターサッカー大会」では見事、優勝すること
ができました。いろんな職場や地域の人たちと
知り合いになれることが、社会人サッカーの魅
力。現在、練習相手やサポーターを募集中です。

南保育園　

思いやりを持った元気な南っ子に

みとる

じーおーしゅうゆうかい

み
ち
ひ
ろ

しんいち

や
す
お  

ひ
ろ
の
り

天
草
市
長  

安
田
公
寛

　

６
月
15
日
、
青
年
会
議
所
の
熊

本
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
大
会
が
天
草
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
講
師
と
し
て
訪
れ
た

「
五
体
不
満
足
」
の
著
者
・
乙
武

洋
匡
さ
ん
の
講
演
は
、「
手
足
の

な
い
人
間
が
、
小
学
校
の
先
生
を

や
っ
て
い
る
意
味
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
で

始
ま
り
ま
し
た
。

　

彼
は
、
自
分
の
手
足
が
な
い
こ

と
を
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
し
て

で
は
な
く
、〝
与
え
ら
れ
た
宝
〞

と
し
て
と
ら
え
、「
宝
の
持
ち
腐

れ
に
は
し
た
く
な
い
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
満
席
の
会
場
で
は
、
ど

こ
か
ら
と
な
く
感
動
の
ど
よ
め
き

が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
自
分
の
子
ど
も
の
こ

ろ
を
振
り
返
り
、「
両
親
は
も
と

よ
り
、
周
り
の
お
と
な
た
ち
と
地

域
に
恵
ま
れ
、
愛
情
を
い
っ
ぱ
い

注
い
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
こ
と

に
感
謝
し
、
今
後
、
自
分
が
次
の

世
代
や
地
域
の
た
め
に
な
り
た
い
」

と
教
師
に
な
る
こ
と
を
決
意
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
「
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
」
と
笑
顔
で
語
り
か
け
る
彼

の
前
向
き
な
生
き
方
に
、
私
は
元

気
を
も
ら
う
と
同
時
に
、
彼
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
や
地
域
の

人
た
ち
の
姿
に
、
地
域
の
力
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
天
草
で
も

地
域
の
力
を
も
っ
と
生
か
さ
な
け

れ
ば
、
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

乙
武
さ
ん
の
講
演
に
感
動
！

お
と
た
け

ひ
ろ
た
だ
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ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
後
世
に
！

下
田
南
地
区
振
興
会
（
上
野
寛
利
会
長
）

　

天
草
町
下
田
南
の
旧
村
名
で
あ

る
「
小
田
床
」。
こ
の
地
域
の
皆
さ

ん
は
、
平
成
の
大
合
併
を
経
た
現

在
で
も
、
地
域
の
呼
び
名
と
し
て

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
人
口
約
２
５
０
人
の
小

さ
な
集
落
の
た
め
住
民
同
士
の
き

ず
な
は
深
く
、
地
域
活
動
に
は
住

民
総
出
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

下
田
南
地
区
振
興
会
で
は
、『
小

田
床
』
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め

よ
う
と
昨
年
10
月
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
「
小
田
床

物
語
」
と
、
同
物
語
の
子
ど
も
用

「
絵
本
」、「
下
田
南
ふ
る
さ
と
カ

ル
タ
解
説
集
」
の
制
作
を
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
後
、
毎
週
木
曜
日
に
会

議
を
重
ね
、
今
年
６
月
に
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
地
域
の
史
跡
を
た
ど
る
タ
ウ
ン

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
史
跡
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
、
地

域
の
宝
を
再
発
見
す
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

お
と
な
と
子
ど
も
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
『
小
田
床
』
の
良
さ
に
触

れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

こ 

ざ 

と 

こ

▲地域の史跡をめぐる
　ウォークラリーを毎年実施

▲写真左から、小田床物
　語・絵本・カルタ解説集

宮﨑 心花 ちゃん

本渡町本渡
平成19年７月９日生

父・孝幸さん　母・渚さん

元気にすくすく育ってネ♡
みんないっしょに遊んでね☆☆☆

長島 皇瑛 くん

五和町二江
平成19年７月24日生

父・隼也さん　母・美穂さん

吉浦  快 くん

牛深町
平成19年７月12日生

父・貴雄さん　母・真樹さん

いっぱい笑って
いっぱい食べて大きくなろうね♡

モリモリ食べてお兄ちゃんを越す
ゾ！！！みんな大好き♡♡♡

田中 瑞紀 くん

栄町
平成19年７月20日生

父・豪さん　母・智美さん

みんなにかわいがってもらって幸
せです。これからもよろしくね☆

８月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝７月10日㊍まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は６人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

松本 閃心郎 くん

志柿町
平成19年７月15日生

父・幸一郎さん　母・さやかさん

ゆっくりと
　　　できることを増やそうね！

かいこうえい

ゆ う と

み ず き せんしろう

嶋 村 恒 晴 さん（栖本町古江・49歳）

「地区の活性化に向け“栖本夕市”開催」
つねはる

化に区の地区区のの活性性化活性性化の活活性性の活 化性化活活性性

　

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
の
午
後

４
時
か
ら
、
栖
本
福
祉
会
館
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
る
「
栖
本
夕
市
」。

こ
れ
を
主
催
す
る
栖
本
地
区
振
興

会
・
夕
市
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
い
る
。

　
「
栖
本
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
」。
同
地
区
に
は
農
水

産
業
を
営
む
人
が
多
い
こ
と
に
目

を
つ
け
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
交
流
人

口
の
増
加
を
図
ろ
う
と
、
夕
市
の

開
催
を
考
案
。
地
元
の
農
家
や
漁

業
者
、
加
工
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
出

店
を
呼
び
か
け
、
13
店
の
協
力
を

得
て
昨
年
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

夕
市
で
は
、
ス
テ
ビ
ア
栽
培
に

よ
る
米
を
は
じ
め
、
野
菜
や
魚
介

類
、
漬
け
物
、
惣
菜
、
花
な
ど
新

鮮
な
地
元
産
の
商
品
が
並
ぶ
。
そ

の
た
め
「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
買
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

当
初
は
地
元
の
人
が
多
か
っ
た

お
客
さ
ん
も
、
今
で
は
本
渡
・
倉

岳
地
区
や
上
天
草
市
の
龍
ヶ
岳
な

ど
か
ら
も
来
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。「
開
店
前
か
ら
会
場
に
並

ぶ
人
や
、
米
や
魚
が
売
り
切
れ
た

と
き
に
は
次
回
の
購
入
予
約
を
す

る
人
も
い
る
な
ど
、
人
気
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
」と
微
笑
む
。

　

夢
は
「
地
区
住
民
み
ん
な
で
特

産
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
加
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
。
栖
本
の
シ

ン
ボ
ル
〝
か
っ
ぱ
〞を
生
か
し
た
、

か
っ
ぱ
巻
き
や
か
っ
ぱ
漬
け
な
ど

を
特
産
品
に
し
た
い
で
す
ね
」。

そ
の
た
め
に
も
「
夕
市
を
少
し
ず

つ
で
も
地
区
住
民
み
ん
な
の
取
り

組
み
に
し
た
い
」
と
熱
く
語
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
新
鮮

で
お
い
し
い
魚
が
た
く
さ
ん
と
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
」。

　

新
鮮
な
農
水
産
物
と
触
れ
合
い

を
求
め
に
、
皆
さ
ん
も〝
栖
本
夕

市
〞に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

本田 優斗 くん

亀場町亀川
平成19年７月21日生

父・智典さん　母・善子さん

龍星お兄ちゃんと
　　　　　遊ぶのが大好きです！

こ の か

地 域 づ く り
コ ー ナ ー

　　

社
会
保
険
庁
の
職
員
と
名
乗
る

男
か
ら
「
還
付
金
が
あ
る
の
で
支

払
い
た
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た
の

で
「
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

返
答
し
た
と
こ
ろ
、「
す
ぐ
に
振

り
込
み
を
す
る
の
で
、
今
か
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

が
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
電
話
し
て

ほ
し
い
」
と
指
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
行
き
、
指
定
さ
れ
た
電
話

番
号
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
最
初

に
相
手
が
名
乗
ら
ず
間
を
お
い
て

「
社
会
保
険
庁
」
と
名
乗
っ
た
の

で
、
不
思
議
に
思
い
、
す
ぐ
に
電

話
を
切
っ
て
本
渡
社
会
保
険
事
務

所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
不
審
電

話
と
わ
か
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
匿
名
希
望
〕

【
本
渡
社
会
保
険
事
務
所
に

確
認
し
ま
し
た
】

　

最
近
、
社
会
保
険
庁
や
社
会
保

険
事
務
所
の
職
員
を
装
い
、Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
お
金
を
振
り
込

ま
せ
た
り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出

し
た
り
す
る
こ
と
が
頻
発
し
て
い

ま
す
。
５
月
12
日
に
は
、
午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

の
間
に
１
２
０
件
以
上
の
通
報
や

問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
、
本
渡
社

会
保
険
事
務
所
に
殺
到
し
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
庁
か
ら
の
通
知
は
基

本
的
に
文
書
で
送
付
し
ま
す
。
保

険
料
や
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る

と
い
っ
て
氏
名
や
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
口
座
番
号
な
ど
を
尋
ね

た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
な
ど
と
の
指
示
を
す
る
こ
と
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
直

ち
に
電
話
を
切
る
か
無
視
さ
れ
、

本
渡
社
会
保
険
事
務
所
☎
㉔
２
１

１
１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
本
庁（
別
館
）・
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
〕

社
会
保
険
庁
の
職
員
を
装
っ
た

　
　
不
審
電
話
に
ご
注
意
を
！

▶
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）
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　有明町にある「老岳」（標高586ｍ）の８合目付近に、
水が湧き出る場所があります。この水は、大干ばつのと
きでもかれたことがないと伝えられており、老岳神社で
参拝する前の清め水や、登山客がのどを潤す水などとし
て利用されています。平成17年11月には、この場所一
帯を登山客や地域住民の憩いの場にしてもらおうと、上
津浦地区の有志の皆さんが整備。現在では、湧き出る水
を飲料水として持ち帰る人も多くなっています。

有明町上津浦
VoL.29

老岳から湧き出る“水”

「市政だより天草」は再生紙を使用しています
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　御所浦町の長浦地区に、市の
天然記念物に指定している巨大
なアンモナイト化石があります。
ユーパキディスカスという種類
のこのアンモナイト化石は、直
径約60㎝で九州最大を誇りま
す。姫浦層群と呼ばれる中生代・
白亜紀（約8500万年前）の地
層から発見されました。
　発見場所の海岸では道路整備
が行われましたが、この化石を
学術的に貴重な資料として現地
保存するため、平成９年に「ア
ンモナイト館」（４～５人収容）

を建設。同館では、地層に入っ
たままの状態で保存されている
アンモナイト化石を見ることが
できます。
　皆さんも、ぜひご覧ください。

◀
九
州
最
大
を
誇
る

　
　
　
　

  

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石

「アンモナイト化石」（御所浦町牧島）

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

　家庭で出た生ゴミを分別して出
すモデル事業が、６月から私の地
区で開始された。妻と母が配布さ
れたバケツに毎日、生ゴミを分別。
火曜と金曜の早朝、収集場所に持
って行き、計量して収集バケツに
入れるのが私の役目。資源循環型
社会の構築に向けて一役？　【空】

　男子ゴルフの全米オープンで、
５日間の激闘の末、タイガー・ウ
ッズが優勝しました。神業的プレ
ーの連発で、早朝からテレビに釘
付け。私も趣味でたまにゴルフを
しますが、小虎ゴルファーの腕前
は「たいぎゃー・打ッゾ」、借金
は「たいぎゃー・アッゾ」です。【凡】

　バレーボールの全日本男子が
16年ぶりにオリンピック出場。
運命をかけたアルゼンチン戦で、
最後に決めたのが唯一オリンピッ
ク経験者の荻野選手。ドラマチッ
クな展開に感動しました。しかし、
これからが本番。今の勢いをその
ままに、ガンバレ、ニッポン！【走】

　河浦高校・軟式野球部の取材へ。
７年ぶりの野球の取材で、イメー
ジどおりの写真が撮れるか不安い
っぱい。ボールを投げる・打つ・
捕る瞬間をねらっていましたが…
（結果は表紙参照）。河高・軟式野
球部の皆さん、全国大会出場を目
ざしてがんばってください！【松】

おいだけ


